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●那珂川町デマンド交通　10月発進！
●町内河川の水質検査の結果を公表します
●NHK教育テレビ公開番組観覧者募集！
●あなたの税が未来を拓く
●家族介護教室･家族介護者交流会の募集
●那珂川町職員採用試験案内
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現
在
、
那
珂
川
町
で
は
、
馬
頭

地
区
を
運
行
し
て
い
る
「
町
営
バ

ス
」
と
、
小
川
地
区
を
運
行
し
て
い

る
「
に
こ
に
こ
バ
ス
」
が
、
地
域
の
公

共
交
通
と
し
て
、
高
齢
者
の
方
や
マ

イ
カ
ー
を
利
用
で
き
な
い
方
々
の
通

院
、
買
い
物
等
の
日
常
生
活
を
支

え
る
重
要
な
交
通
手
段
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、バ
ス
は
決
め
ら
れ
た
路

線
を
時
刻
表
ど
お
り
に
運
行
す
る

た
め
、
利
用
者
は
停
留
所
ま
で
出

向
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、バ

ス
路
線
の
沿
線
に
お
住
ま
い
の
方
に

は
、
便
利
な
乗
り
物
で
す
が
、バ
ス

停
か
ら
離
れ
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
、

必
ず
し
も
便
利
な
乗
り
物
と
は
言

え
な
い
の
が
現
状
で
す
。こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、バ
ス
の
利
用
者
は

年
々
減
少
し
て
き
て
お
り
、
全
く

利
用
者
の
い
な
い
便
も
あ
る
な
ど
、

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
乗
客
が
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ
と
は
、

燃
料
費
の
無
駄
の
み
な
ら
ず
排
気

ガ
ス
を
ま
き
散
ら
す
こ
と
に
も
な

り
、
環
境
に
配
慮
し
た
行
政
を
推

進
し
て
い
る
本
町
の
理
念
か
ら
外

れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
町
で
は
、
路
線

バ
ス
よ
り
も
、
便
利
で
利
用
し
や
す

い
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、デ

マ
ン
ド
交
通
の
導
入
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
。

「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
と
は
？

　

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
路
線
バ
ス
と

は
違
い
、
利
用
者
の
希
望
に
応
じ
て
、

自
宅
か
ら
、
希
望
す
る
場
所
ま
で

「
乗
り
合
い
」に
よ
り
送
迎
す
る
も

の
で
、タ
ク
シ
ー
車
両
や
ワ
ゴ
ン
型
の

車
両
に
よ
り
運
行
し
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
と
の
大
き
な
違
い
は
、

予
約
の
あ
っ
た
人
そ
れ
ぞ
れ
の
家
を

回
り
ま
す
の
で
、
路
線
バ
ス
の
よ
う

に
決
ま
っ
た
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
決
ま
っ
た
時
間
、
決
ま
っ

た
ル
ー
ト
で
運
行
す
る
路
線
バ
ス
と

は
違
い
、
予
約
の
な
い
便
は
運
行
し

ま
せ
ん
の
で
、
非
常
に
効
率
的
な
シ

ス
テ
ム
と
い
え
ま
す
。

利
用
す
る
に
は
？

　

利
用
者
の
自
宅
ま
で
迎
え
に
行

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
利
用
登
録
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
実
際
に
利
用
す
る
と
き

は
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
乗

車
を
希
望
す
る
３
日
前
か
ら
運
行

１
時
間
前
（
午
前
７
時
30
分
の
便

は
前
日
ま
で
の
予
約
に
な
り
ま
す
）

ま
で
予
約
セ
ン
タ
ー
で
予
約
を
受
け

付
け
ま
す
。

※

予
約
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
先
は
、
後

　

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

利
用
登
録
用
紙
は
、
後
日
配
布

　

し
ま
す
。

利
用
料
金
は
？

　

１
回
の
利
用
ご
と
に
１
人
３
０
０

円
を
運
転
手
に
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。（
往
複
の
ご
利
用
は
６
０
０
円

と
な
り
ま
す
）

　

な
お
、
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
に
限
り
無
料
に
な
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
日
時
は
？

　

平
日
の
み
運
行
し
ま
す
。（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
運

休
と
な
り
ま
す
）

　

運
行
は
１
日
６
便
で
、
予
約
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
出
発
時
間
は
次
の
と

お
り
で
す
。

出
発
時
間

①
午
前
７
時
30
分
、②
午
前
９
時
、

③
午
前
10
時
30
分
、

④
午
後
０
時
30
分
、⑤
午
後
２
時
、

⑥
午
後
３
時
30
分

※

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
利
用
を
希
望

　

す
る
方
の
乗
り
合
い
に
よ
り
、
そ

　

れ
ぞ
れ
の
自
宅
や
目
的
地
を
経

　

由
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

　

送
迎
時
間
が
そ
の
都
度
変
わ
り

　

ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

町
営
バ
ス
は
ど
う
な
る
の
？

　
「
町
営
バ
ス
」
と「
に
こ
に
こ
バ
ス
」

は
、
来
年
の
３
月
ま
で
運
行
い
た
し

ま
す
の
で
、
半
年
間
は
、デ
マ
ン
ド

交
通
と
路
線
バ
ス
ど
ち
ら
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。▲

小川地区の
にこにこバス

馬頭地区の
町営バス▼

那珂川町デマンド交通
10月 発進 ！

那珂川町デマンド交通
10月 発進 ！

町
で
は
、
10
月
か
ら
、
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
の
運
行
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。既に導入している高根沢町のデマンド交通既に導入している高根沢町のデマンド交通既に導入している高根沢町のデマンド交通
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デマンド交通の運行のしくみ

○○時の便で
役場までお願いします。

自 宅

役場

病院

商店街

Ａさん宅
Ｃさん宅

Ｂさん宅

それぞれの目的地に
向かいます

かしこまりました。
自宅前でお待ちください。

自宅に迎えに行きます。

予 約

病院・商店街・
役場等の近く

利 用 者 予約センター

希望者宅に
迎えに行きます。
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グ
ラ
フ
１
で
示
し
て
い
る
よ
う

に
、
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
21
年

度
に
お
け
る
那
珂
川
及
び
権
津
川

水
系
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
は
、
平
成
16
年

度
で
権
津
川
上
流
と
下
流
で
環
境

基
準
値
の
２
㎎
／
ℓ
を
上
回
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
平
成
18

　

町
で
は
町
内
河
川
24
ヵ
所
、
ゴ
ル
フ
場
下
流
域
５
ヵ
所
で
毎
年
１
回
PH

や
Ｂ
Ｏ
Ｄ
、
大
腸
菌
群
な
ど
の
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
環

境
基
本
計
画
を
策
定
し
た
中
で
水
質
保
全
の
重
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
た
め
、
平
成
21
年
度
か
ら
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
那
珂
川
に
つ
い
て
は
、
県
が
生
活
環
境
項
目
（
PH
、Ｂ
Ｏ
Ｄ
、
大

腸
菌
群
等
10
種
類
）
を
毎
月
調
査
し
、
健
康
項
目
や
特
殊
項
目
、
そ
の
他

の
項
目
は
年
に
数
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
町
内
河
川
の
那
珂
川
及
び
権
津
川
水
系
、
武
茂
川
水
系
の
Ｂ

Ｏ
Ｄ
値
か
ら
水
質
汚
濁
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
度
の
合
流
地
点
で
基
準
値
を
超

え
た
も
の
の
、
全
体
的
に
基
準
値

以
下
と
な
り
、
水
質
の
汚
濁
が
改

善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
グ
ラ
フ
２
の
武
茂
川
水

系
で
は
、⑳
町
堀
１
が
年
度
に

よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
平
成

17
年
度
に
は
16
㎎
／
ℓ
と
環
境
基

準
値
を
大
き
く
上
回
り
、
平
成
21

年
度
に
も
７
・
３
㎎
／
ℓ

で
基
準
値
を
超
え
、
水
質

汚
濁
の
状
況
が
深
刻
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

濁
防
止
法
の
改
正
等
で
汚
染
に
関

す
る
環
境
基
準
が
強
化
さ
れ
る
状

況
下
で
、
水
質
が
改
善
さ
れ
、
す

べ
て
の
地
点
で
環
境
基
準
値
が
達

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
北
向
田
地
区
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
は
平
成
７
年
に
供

用
開
始
さ
れ
、
95
・
９
％
の
高
い

水
洗
化
率
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

武
茂
川
水
系
は
平
成
18
年
に
供
用

開
始
さ
れ
た
公
共
下
水
道
（
馬
頭

処
理
区
）
が
40
・
５
％
と
水
洗
化

率
は
低
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
と
農
業
集

落
排
水
処
理
施
設
の
計
画
区
域
外

の
地
域
で
は
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
現

在
、
町
全
体
で
29
・
４
％
の
普
及

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
武
茂

川
水
系
の
水
質
を
浄
化
す
る
た
め

に
は
、
各
家
庭
の
公
共
下
水
道
へ

の
接
続
と
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
、
水
質
の
保
全
に
努

め
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

※

グ
ラ
フ
１
、
２
の
平
成
21
年
度

　

の
採
水
地
点
は
見
直
し
に
よ
り

　

過
去
の
採
水
地
点
と
は
異
な
り

　

ま
す
。

　

那
珂
川
及
び
権
津
川
水

系
は
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
（
小
川
処
理
区
）

が
平
成
５
年
に
供
用
開
始

さ
れ
、
現
在
の
水
洗
化
率

は
84
％
で
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
11
年
に

三
輪
地
区
農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
が
整
備
さ
れ
、

91
・
８
％
の
高
い
水
洗
化

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
も
酪
農
家
に
お
け
る

堆
肥
盤
設
置
な
ど
水
質
汚

町
内
河
川
の
水
質
検
査
の
結
果
を
公
表
し
ま
す

町
内
河
川
の
水
質
汚
濁
の
状
況

公
共
下
水
道
・
農
業
集

落
排
水
・
合
併
処
理
浄

化
槽
の
水
洗
化
率
は
？

※

那珂川及び権津川水系ＢＯＤ値

0.0

1.0

2.0

3.0

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度
①那珂川（新那珂橋）

①⑨

④

⑧

⑪

⑭⑮
⑬⑯

⑩⑱
⑫⑰⑲

⑳

⑤⑦

②権津川水系（権津川上流）

②

③権津川水系（権津川下流）

③

④権津川水系（山崎分水地点）
⑤権津川水系（農協西地点）
⑥権津川水系（合流地点）

⑦権津川水系（西の原用水末流）
⑧権津川水系（小川用水関場地区）
⑨那珂川水系（富山川）

環境基準：A類型
2.0ｍｇ/ℓ

（mg/ℓ）

（mg/ℓ）
武茂川水系ＢＯＤ値

0.0

2.0

4.0

16.0 7.3

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

⑫武茂川水系（向桑子橋）
⑬武茂川水系（細田橋）

⑭武茂川水系（大内小下）
⑮武茂川水系（馬坂橋）
⑯武茂川水系（新太郎橋）
⑰武茂川水系（矢又川）

⑱武茂川水系（武茂川最下流）
⑲武茂川水系（小口川）
⑳武茂川水系（町堀１）
   武茂川水系（町堀 2）

⑩武茂川水系（太郎橋）
⑪武茂川水系（更正橋）

21

21 環境基準：A類型
2.0ｍｇ/ℓ

⑥

グラフ 1

グラフ 2
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排
水
設
備
は
、
町
が
指
定
し
た

「
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」で
工
事

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

工
事
を
行
う
際
は
必
ず
指
定
工

事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
指

定
工
事
店
で
は
諸
手
続
き
を
代
行

し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
費
用
に
つ
い
て
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
指
定

工
事
店
と
十
分
に
話
し
合
っ
て
く

だ
さ
い
。ご
不
明
な
点
は
上
下
水

道
課
下
水
道
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課
下
水
道
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

２
０
０
２

①
受
益
者
負
担
金
（
下
水
道
整
備

費
の一部
を
負
担
）

②
排
水
設
備
工
事
（
ト
イ
レ
の
水

洗
化
、
台
所
や
風
呂
な
ど
の
排
水

を
下
水
道
に
流
す
た
め
の
工
事
）

③
下
水
道
使
用
料
（
水
道
の
使
用

量
に
応
じ
て
計
算
し
ま
す
）

　

馬
頭
・
小
川
地
区
の
市
街
地
を

中
心
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
区
域
に
つ
い
て
は
上
下

水
道
課
下
水
道
係
で
確
認
し
、
区

域
内
に
居
住
す
る
世
帯
は
早
期
に

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
用
の
小
型
浄
化
槽
に
は
、

し
尿
だ
け
を
処
理
す
る
単
独
処
理

浄
化
槽
と
し
尿
と
生
活
雑
排
水

（
台
所
と
風
呂
の
排
水
）の
両
方
を

合
わ
せ
て
処
理
す
る
合
併
処
理
浄

化
槽
が
あ
り
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
性
能
は
Ｂ

Ｏ
Ｄ
除
去
率
が
90
％
以
上
、
処
理

水
質
は
下
水
道
の
終
末
処
理
の
二

次
処
理
と
同
程
度
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
20
㎎

／
ℓ
以
下
）
と
高
性
能
で
す
。
放

流
さ
れ
る
汚
れ
が
最
小
限
に
抑
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
公
共
下
水
道
及

び
農
業
集
落
排
水
の
区
域
外
の
方

は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

町
で
は
河
川
の
汚
染
を
防
止
す

る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
希
望
す
る
方
に
、
設
置
費
用

の一部
を
補
助
し
て
い
ま
す
の
で
、ご

利
用
く
だ
さ
い
。

①
交
付
対
象
区
域
（
公
共
下
水
道

事
業
認
可
区
域
及
び
農
業
集
落
排

水
事
業
区
域
を
除
く
町
内
全
域
）

②
対
象
と
な
る
建
物

・
専
用
住
宅
（
お
も
に
住
居
の
用
に

供
す
る
建
物
）

・
店
舗
併
用
住
宅
（
延
べ
面
積
の
２

分
の
１
以
上
を
住
居
の
用
に
供
す

る
建
物
）

・
自
治
公
民
館
（
行
政
区
ま
た
は

集
落
を
単
位
と
し
、
自
治
活
動
の

拠
点
と
し
て
集
会
の
用
に
供
す
る

建
物
）

③
補
助
金
額

公
共
下
水
道
へ
接
続
し
ま
し
ょ
う

負
担
す
る
費
用

接
続
工
事
は
指
定
工
事
店
で
！

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
区

域
外
の
方
は
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
制
度

※人槽は建物の面積により算出さ
れます。詳しくは上下水道課下水
道係へお問い合わせください。

人槽区分 補助金額

５人槽

７人槽

10人槽

332,000円

414,000円

548,000円

　水中の有機物が微生物の働きによって分解されると
きに消費される酸素の量のことで、河川の有機汚濁を
測る代表的な指標です。
　環境基準では、河川の利用目的に応じて類型別に定
められています。また、水質汚濁防止法により排水基
準が定められており、ＢＯＤが高いと溶存酸素（水中
に溶解している酸素の量のこと）が欠乏しやすくなり、
10mg／ℓ以上で悪臭の発生等がみられます。

BOD（生物化学的酸素要求量）とは？

⑦西の原用水末流

⑨富山川

⑫向桑子橋

⑭大内小下

④山崎分水地点

⑬細田橋

⑰矢又川
⑳町堀１

②権津川上流

⑤農協西地点

⑥合流地点

③権津川下流

⑲小口川

⑯新太郎橋

⑱武茂川最下流

⑧小川用水関場地区

⑮馬坂橋

21町堀2

①新那珂橋

⑩太郎橋

⑪更正橋

町内河川の水質検査調査地点図

合併処理浄化槽設置補助金
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　那珂川町合併５周年を記念して、那珂川町はＮＨＫ宇都宮放送局との共催で、教育テレビ「福祉ネットワーク・
公開すこやか長寿」の公開録画を行います。第１部では、高齢者やご家族の方が自宅で簡単にできるリハビリ運
動などの最新情報を、地域の方々にもご参加いただきながらご紹介します。第２部はゲストのヨネスケさんによ
る笑いがいっぱいの講演会です。
　観覧ご希望の方は以下の要領でお申し込みください。

ヨネスケ楊　慧

１　日時　９月５日（日）　開場／午後１時
　　　　　　　　　　　　 開演／午後１時30分
　　　　　　　　　　　　 終演／午後４時（予定）
２　会場　小川総合福祉センターあじさいホール
　　　　　（那珂川町小川1065）　☎0287－96－4649
３　主催　那珂川町、ＮＨＫ宇都宮放送局、
　　　　　ＮＨＫ厚生文化事業団
４　内容　第１部　「福祉ネットワーク・公開すこやか長寿」公開録画
　　　　　　　　　　講師　楊　慧（日本健康太極拳協会監事）　　ゲスト　ヨネスケ
　　　　　　　　　　司会　塚原　泰介 アナウンサー
　　　　　第２部　講演「健康長寿は笑いと食卓から」　　講師　ヨネスケ
５　入場申込方法
　　　　　入場は無料ですが、入場整理券が必要です。郵便往復はがき（私製を除く）に下記〈申込記載例〉の
　　　　　とおり、必要事項を明記してお申し込みください。（記載事項に不備がある場合は、無効となります）
　　　　　※応募多数の場合は、抽選で入場整理券（１枚で２名入場可）をお送りします。
　　　　　※１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
　　　　　※ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡のほか、ＮＨＫの番組やイベントのご案内、
　　　　　　受信料のお願いに使用することがあります。
　　　　　《宛　て　先》   〒324－0692　那珂川町馬頭409
　　　　　　　　　　　那珂川町役場企画財政課「ＮＨＫ福祉ネットワーク」係
　　　　　《締め切り》   ８月６日（金）必着

６　放送予定　教育テレビ　９月16日（木）午後８時～午後８時29分
　　　　　　　　　　　　　９月23日（木）正　　午～午後０時29分※再放送
７　問い合わせ　ＮＨＫ宇都宮放送局　　☎028－634－9166（平日：午前９時30分～午後６時）
　　　　　　　　那珂川町企画財政課　　☎0287－92－1114（平日：午前８時30分～午後５時）

よう けい

「福祉ネットワーク・公開すこやか長寿」「福祉ネットワーク・公開すこやか長寿」観覧者募集！観覧者募集！「福祉ネットワーク・公開すこやか長寿」観覧者募集！

那珂川町合併那珂川町合併５周年記念周年記念那珂川町合併那珂川町合併５周年記念周年記念那珂川町合併５周年記念
ＮＨＫ教育テレビ

この面には何も書
かないでください。

往信

324-0692
那
珂
川
町
馬
頭
409

那
珂
川
町
役
場
企
画
財
政
課

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
係

【往信用表面】 【返信用裏面】

ご自分の

①郵便番号

②住　所

③お名前

④電話番号

返信

郵便番号
ご
自
分
の
住
所

ご
自
分
の
お
名
前

【返信用表面】 【往信用裏面】
〈申込記載例〉
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　那珂川町では、地域の次代を担う方に配偶者を紹
介する結婚相談所を設けています。結婚相談員は、
明るく豊かで住みよい地域を作るため活動していま
す。お気軽にご相談ください。

消
防
水
防
功
労
団
体
表
彰

８
月
１
日
よ
り
父
子
家
庭
に
も
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す！

　

６
月
15
日
に
栃
木
県
庁
で
行
わ

れ
た
「
県
民
の
日
記
念
式
典
」
に

お
い
て
那
珂
川
町
消
防
団
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
母
子
家
庭
の
み
支
給
さ

れ
て
き
た
児
童
扶
養
手
当
が
、
法

律
の
改
正
に
よ
り
８
月
１
日
か
ら

父
子
家
庭
に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

父
子
家
庭
の
支
給
要
件

　

離
婚
、
死
亡
な
ど
で
母
親
が
不

在
の
父
子
家
庭
ま
た
は
、
母
親
が

一
定
程
度
の
障
害
を
も
つ
父
子
家

庭
。
た
だ
し
、
遺
族
年
金
を
受
給

し
て
い
る
場
合
を
除
く
。

手
当
額

　

月
額
９
，
８
５
０
円
〜
４
万
１
，

７
２
０
円
で
、
養
育
し
て
い
る
児

童
の
数
や
受
給
資
格
者
の
所
得
に

応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

申
請
手
続
き

　

受
給
資
格
者
に
は
、
７
月
下
旬

ご
ろ
に
申
請
書
等
を
送
付
し
ま
す
。

書
類
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

　

８
月
２
日
（
月
）
〜
31
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
９

総
合
窓
口
課
福
祉
係（
小
川
庁
舎
）

☎
０
２
８
７―

９
６―

２
１
１
１

寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
福
祉
基
金
へ

二
万
一
千
四
百
七
十
二
円

　

那
珂
川
町
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

代
表　

岡
崎
廣
美
様

　
　
　
　
　

副
代
表　

小
泉
学
様

五
万
円　

桒
野
俊
彦
様
（
馬
頭
）

○
図
書
館
へ

図
書
「
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱
」

全
11
冊　

友
田
哲
也
様
（
馬
頭
）

図
書
「
陽
気
ぐ
ら
し
へ
の
扉
」

　
　
　
　

高
野
成
人
様
（
馬
頭
）

図
書
「
１
Ｑ
８
４ 

Ｂ
０
０
Ｋ
３
」

　
　
　
　

本
棒
邦
彦
様
（
小
川
）

○
馬
頭
東
小
学
校
へ

雑
巾
１
０
０
枚

　
　
　

小
室
ア
ヤ
子
様
（
大
内
）

○
馬
頭
西
小
学
校
へ

竹
箒
20
本　

　
　
　
　

笹
沼
一
巳
様
（
小
砂
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円　

益
子
和
弘
様
（
健
武
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
29
回
）

十
万
円　

松
本
嘉
一
郎
様（
小
川
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　

匿
名
（
４
２
９
回
）

○
町
へ

防
犯
灯
30
基

　

東
京
電
力
㈱
宇
都
宮
支
社
様

那珂川町結婚相談所をご存じですか？

少年少女剣士募集　馬頭剣道スポーツ少年団少年少女剣士募集　馬頭剣道スポーツ少年団
武士道で心と身体を磨きましょう！

稽 古 日 時：毎週火曜日・土曜日　19：00～ 20：30
　　　　　　（第３土曜日は南那須剣道連盟合同稽古会　18：00～）
道 場 場 所：馬頭武道館（馬頭小学校校庭西側）
現 団 員 数：小学生12名・中学生６名（男子14名・女子４名）
指　導　者：小川俊介七段・増山正一七段・檜山真六段・増山剣一五段・小川祐典四段・佐藤寛俊四段
入会・見学：稽古日に馬頭武道館までお越しください。   問い合わせ：090－1256－8787（檜山）

川上美知代（小　　　川）☎0287－96－2538
佐藤　賢治（小　　　川）☎0287－96－2607
青柳　俊明（三　　　輪）☎0287－96－2541
佐原　洋子（小　　　川）☎0287－96－2169
福島　　正（芳　　　井）☎0287－96－2410
山本　一枝（小　　　川）☎0287－96－3183
豊田　耕平（谷　　　田）☎0287－96－2497
鈴木　一夫（馬　　　頭）☎0287－92－3933
菊池　正實（矢　　　又）☎0287－92－4345
田村　里子（健　　　武）☎0287－92－2218
古内　廣吉（小　　　口）☎0287－92－2840
大門八重子（松　　　野）☎0287－92－5262
塚田　秀知（盛　　　泉）☎0287－92－5104
石沢　　章（馬　　　頭）☎0287－92－2236
小高　七重（和　　　見）☎0287－92－5228
高野　　耘（富　　　山）☎0287－92－5438
大金　　章（大　　　内）☎0287－92－3868
益子　道子（大山田下郷）☎0287－93－0543
大金　一代（小　　　砂）☎0287－93－0808

日時　７月25日（日）午後６時～午後８時
場所　小川総合福祉センターすこやか共生館
ご本人や親御さんの来場をお待ちしています。
問い合わせ　住民生活課　☎0287－92－1112

結婚相談会の開催について
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納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を

図
る
た
め
、
７
〜
８
月
を
「
市
町

村
税
徴
収
強
化
月
間
２
０
１
０

夏
」
と
し
て
、
栃
木
県
と
の
協
働

に
よ
り
、
全
県
下
一
斉
に
徴
収
の

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
那
珂
川

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
な
役
割
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
で

は
な
く
、
納
税
者
で
あ
る

皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
の

那
珂
川
町
を
支
え
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

那
珂
川
町
は
、
自
主
的

な
納
税
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い

場
合
は
財
産
の
滞
納
処
分
（
差

押
・
公
売
な
ど
）
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
差
押
財
産
の
調
査

の
た
め
、
滞
納
者
の
住
居
や
事
業

所
の
捜
索
、
自
動
車
差
押
の
た
め

の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
（
写
真
）
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

滞
納
処
分
を
し
な
く
て
も
よ
い

よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
納

税
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
全
県
下
一
斉
の
取
組

◆
一
人
ひ
と
り
が

　

那
珂
川
町
を
支
え
る

◆
自
主
的
な
納
付

納
税
相
談　

市
町
村
税
を
納
期
限

内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

納
税
催
告　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
が
な
い
方
に
対
し
、
督
促

状
・
催
告
書
等
の
送
付
、
電
話
催

告
、
自
宅
訪
問
、
勤
務
先
訪
問
を

行
い
ま
す
。

財
産
調
査　

滞
納
者
の
財
産
に
つ

い
て
、
官
公
署
、
金
融
機
関
、
保

険
会
社
、
通
信
機
関
等
に
対
し
調

査
を
行
い
ま
す
。

給
与
調
査　

滞
納
者
の
給
与
を
差

押
す
る
た
め
、
勤
務
先
に
対
し
給

与
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

差
押
処
分　

不
動
産
・
預
貯
金
や

生
命
保
険
、
給
与
の
ほ
か
、
自
動

車
な
ど
の
差
押
を
行
い
ま
す
。
差

押
後
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
差

押
財
産
の
公
売
・
取
立
を
行
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
管
理
収
税
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
２
０

　

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

　

昭
和
24
年
、
戦
後
間
も
な
く
日

本
で
は
、
貧
困
に
よ
る
少
年
の
非

行
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
状
況
に
心
を
痛
め
た

東
京
・
銀
座
商
店
街
の
人
た
ち
が

中
心
と
な
り
、
犯
罪
や
非
行
の
予

防
と
少
年
保
護
を
広
く
訴
え
る

「
銀
座
フ
ェ
ア
ー
」
を
開
催
。
こ
の

活
動
を
も
と
に
、
昭
和
26
年
か
ら

法
務
省
が
主
唱
す
る
〝
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
〞
が
全
国
的
な
運

動
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
７
月
を
強
化
月
間

と
し
て
、
保
護
司
や
更
生
保
護
女

性
会
の
方
々
が
中
心
と
な
り
、
各

種
の
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
第
60
回
を
迎
え
る
〝
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
を
記
念

し
て
、 

〝
子
ど
も
・
い
き
い
き
コ

ン
サ
ー
ト
〞
を
開
催
し
ま
す
。

　

南
那
須
地
区
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
演
奏
と
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。（
入
場
無
料
）

日
時　

７
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル

出
演　

ま
ほ
ろ
ば
子
供
太
鼓
、
わ

か
あ
ゆ
保
育
園
（
パ
ワ
ー
・
和
っ

し
ょ
い
）、
馬
頭
中
学
校
吹
奏
楽

部
ほ
か

主
催　

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
〞
栃
木
県
推
進
委
員
会

主
管　

南
那
須
保
護
区
保
護
司
会
・

南
那
須
地
区
更
生
保
護
女
性
会

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

那
珂
川
町
で
は
税
収
確
保
に

向
け
、
次
の
よ
う
な
取
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す

市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間
２
０
１
０
夏

あ
な
た
の
税
が
未
来
を
拓
く

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
強
化
月
間
で
す

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

　

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
？

子
ど
も
・
い
き
い
き
コ
ン
サ
ー
ト
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家族介護教室

家族介護者交流会「ほっとすぺーす」

　介護でお悩みの方、介護の勉強をしたい方等を対象に家族介護教室と交流会を開催します。「介護の勉強をした
い」、「介護者の仲間を作りたい」、「自分の悩みを分かちあいたい」など、日々、介護に奮闘している方や介護に関心
のある方のご参加をお待ちしております。また、どちらかのみのご参加や途中からのご参加でも大丈夫です。

　自宅で要介護高齢者等を介護されている家族の方や、介護に興味のある方を対象に、介護の方法や認知症につい
て学び、家族の抱える身体的・精神的な負担の軽減を図ることを目的に開催します。

　普段、介護でお悩みの方が「ホッと・・・」息抜きができるような場所を目指して開設いたしました。
　介護者どうしの情報交換や交流を通して、お互いの悩みを共有しませんか。孤立しがちな介護者の方の仲間づく
りをお手伝いしたいと思います。ぜひ、お気軽にお越しください。

１

回 数 日　時 内　　　　　　　　　容

２

３

４

５

６

開講式及び【講義】　「認知症と家族会」
　講師　ほっとからすやまケアサポート　・主任ケアマネージャー　佐藤智子 氏

７月15日(木)
13:30～15:00

８月９日(月)
13:30～15:00

９月13日(月)
13:30～15:00

10月８日(金)
9:30～15:30

11月12日(金)
13:30～15:00

12月３日(金)
13:30～15:00

【講義】　「成年後見制度入門講座」
　講師　大門社会福祉士事務所　・社会福祉士　大門亘 氏

【講義・実技】　「自宅でできる簡単介護」
　講師　ＮＰＯ法人いかんべ　・理事長　小野寺信也 氏

【施設見学】 午前　小規模多機能型居宅介護　ひだまり / グループホーム　アベーテ
　　　　　 午後　デイホーム　ホットスペースゆい / 街中サロン　なじみ庵

【講義】　「住みよい家に住宅改修」
　講師　ＮＰＯ法人とちぎノーマライゼーション研究会　・理事　伊藤勝則 氏

【講義・実技】　「マッサージでリラックス」
　講師　栃木県健康倶楽部　・健康運動指導士　佐藤美砂子 氏

１

回 数 日　　　　時 内　　　　　　　　　容

２

３

４

５

平成22年７月30日(金)　14:00～15:00

平成23年１月28日(金)　14:00～15:00

３月25日(金)　14:00～15:00

９月24日(金)　14:00～15:00

11月26日(金)　14:00～15:00

○対象者　在宅で要介護高齢者等を介護されている方、介護に興味のある方等
○場　所　小川総合福祉センターすこやか共生館　多目的集会室
○参加費　原則無料（材料費等実費を徴収することがあります）

○対象者　在宅で要介護高齢者等を介護されている方
○場　所　小川総合福祉センターすこやか共生館　和室
○参加費　100円（お茶・お菓子代）

申し込み・問い合わせ先　地域包括支援センター（担当　立川）　☎0287－96－2161

・抹茶やコーヒーなどを飲みながらのおしゃべり。近く
　のリフレッシュできる場所へのお出かけ。押し花やガ
　ラスなどを利用したアートの作成。など、参加者がリ
　ラックスできる内容です。

家族介護教室 ・ 家族介護者交流会「ほっとすぺーす」参加者募集

学び学び

交流交流
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口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
「
高
齢
偏
」

　

高
齢
期
に
入
る
と
、
も
の
を
か

ん
だ
り
飲
み
込
む
力
が
衰
え
る
、

入
れ
歯
の
調
子
が
悪
い
・
・
な
ど

の
理
由
か
ら
食
事
の
量
が
減
り
、

栄
養
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

ま
た
、
免
疫
力
が
落
ち
、
口
の

中
が
不
衛
生
に
な
り
が
ち
で
、
細

菌
に
よ
る
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
の
を
か
む
、
飲
み
込
む
だ
け

で
な
く
、
話
す
、
表
情
を
豊
か
に

す
る
・
・
な
ど
、
口
は
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

機
能
を
保
つ
た
め
に
は
、
舌
、
く

ち
び
る
、
ほ
お
、
の
ど
な
ど
の
筋

肉
を
鍛
え
る
「
口
腔
体
操
」
が
有

効
で
す
。

　

ま
た
、
口
腔
体
操
と
併
せ
て
、

口
の
中
の
清
潔
を
保
つ
お
手
入
れ

も
大
切
で
す
。

①
毎
食
後
、
必
ず
歯
み
が
き

　

食
後
は
、
歯
ブ
ラ
シ
、
歯
間
ブ

ラ
シ
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
な
ど
を

使
い
、
て
い
ね
い
に

み
が
く
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
舌
の
お
手
入
れ

　

舌
の
上
の
白
い
汚
れ
は
口
臭
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
専
用
の
ブ
ラ

シ
で
、
と
き
ど
き

み
が
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

③
入
れ
歯
は
は
ず
し
て
み
が
く

　

入
れ
歯
は
必
ず
は
ず
し
て
み
が

き
ま
す
。
歯
の
表
裏
だ
け
で
な
く
、

バ
ネ
や
吸
着
さ
せ
る

部
分
も
し
っ
か
り

洗
い
ま
す
。

④
う
が
い
薬
で
う
が
い
を

　

抗
菌
剤
を
含
む
う
が
い
薬
で
う

が
い
を
す
れ
ば
、

細
菌
の
繁
殖
を

抑
え
、
よ
り
清

潔
を
保
て
ま
す
。

①
し
っ
か
り
か
ん
で
よ
く
食
べ
る
。

②
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
お
い

　

し
く
と
る
。

③
姿
勢
に
注
意
し
て
食
べ
る
。

④
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
。

⑤
歌
を
歌
っ
た
り
早
口
言
葉
に
挑

　

戦
す
る
。

・
口
を
閉
じ
た
ま

　

ま
ほ
お
を
ふ
く

　

ら
ま
し
た
り
、

　

す
ぼ
め
た
り

　

す
る
。

・
口
を
大
き
く
開

　

け
て
、
舌
を
出

　

し
た
り
引
っ
込

　

め
た
り
す
る
。

・
舌
を
出
し
て
、
上
下
に

　

動
か
し
た
り
、

　

左
右
に
動
か

　

し
た
り
す
る
。

・
口
を
閉
じ
て
、
口
の
中
で

　

舌
を
上
下
し
た

　

り
、
ぐ
る
り
と

　

回
し
た
り
す
る
。

子育て支援センター
センターは、０歳から就学前のお子さん、お母さん、
おうちの方の交流の場です。

：　月曜日～金曜日
　　　　　  9：00～12：00
　　　　　13：00～17：00

　テーブルを囲んで、ちょっとお話してみませんか？
お母さんたちと共感できる話題がでたり、お子さん
の成長を感じられたりするかもしれませんね !

８月11日（水） 10：00～
泥んこ、色水あそびなど、夏ならではの遊びを
楽しみましょう。着替えも持ってきてね ! !

７月29日（木）10：00～
    「お子さんの成長と子育て」

   子育てしていく中で、不安に思うこ
と（お子さんのこと、お母さん自身のこ
と）など、どんなことでも相談にのって
いただけます。経験豊富な大喜先生と
お話してみませんか !

☎0287－96－5223
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■
欧
米
型
の
食
事
で
水
不
足
に！

　

２
０
０
９
年
の
「
世
界
水
週

間
」
の
会
議
に
よ
る
と
、
ア
ジ
ア

は
水
不
足
と
そ
れ
に
よ
る
食
料
不

足
に
陥
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
２

０
５
０
年
ま
で
に
中
国
と
イ
ン
ド

の
人
口
は
合
わ
せ
て
30
億
人
を
超

え
、
そ
の
食
生
活
を
支
え
る
に
は

食
料
の
ほ
か
に
家
畜
飼
料
も
増
や

さ
な
け
れ
ば
な
く
な
り
、
そ
れ
に

は
広
い
土
地
と
大
量
の
水
の
確
保

及
び
灌
漑
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

■
日
本
の
酸
性
雨
は
？

　

近
年
の
調
査
で
酸
性
雨
が
観
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
酸
性
雨

に
よ
る
は
っ
き
り
と
し
た
影
響
は

観
測
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
将
来

の
影
響
を
予
測
す
る
た
め
に
、
各

国
と
協
力
し
て
調
査
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
環
境
計
画
課

   

「
こ
ど
も
環
境
白
書
」
よ
り
引
用

　

町
は
一
般
家
庭
に
お
け
る
太
陽

光
発
電
と
高
効
率
給
湯
器
の
普
及

を
支
援
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

促
進
を
図
り
、
地
球
温
暖
化
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
「
那
珂
川
町

太
陽
光
発
電
等
設
備
導
入
事
業
」

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
開
始
し
た
補
助
金
制

度
で
す
が
、
予
想
を
上
回
る
申
請

で
予
算
が
不
足
す
る
状
況
と
な
っ

た
た
め
、
７
月
か
ら
補
助
金
制
度

の
申
請
受
付
を
一
時
中
止
し
て
い

ま
す
。
補
助
金
を
利
用
し
設
備
を

導
入
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
皆
さ

ま
に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

９
月
議
会
に
お
い
て
予
算
を
補
正

す
る
こ
と
で
検
討
し
て
お
り
、
決

ま
り
次
第
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
紙
に
お
い
て
周
知
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

６
月
ま
で
の
補
助
金
申
請
状
況

・
太
陽
光
発
電　
　
　
　

15
件

・
高
効
率
給
湯
器　
　
　

15
件

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
生
活
環
境
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

地球で何かが起きている②

環境総合推進室
☎0287－92－1110

か
ん
が
い

視察先（次のいずれかを選択）
　①埼玉県環境整備センター（埼玉県寄居町）
　②エコフロンティアかさま（茨城県笠間市）
対象者　町内在住者の団体・個人・グループ
実施期日　申し込み団体等と調整のうえ決定
その他　昼食代は各自負担
申し込み・問い合わせ
　馬頭処分場整備室那珂川分室
　　　　　　　　　　☎0287－92－1411
　町環境総合推進室　☎0287－92－1110

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果をお知らせします。
調査項目　健康項目、生活環境項目、その他
採  水  日　平成22年５月17日（月）
採水場所　１、周辺環境水　①投棄地直下河川　②小口川上流
　　　　　２、投棄現場浸出水
　　　　　　  ①投棄地下流側観測井　②投棄地内観測井
調査結果　周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
問い合わせ　馬頭処分場整備室那珂川分室　☎0287－92－1411

会　　場　小川地内那珂川河川敷（新那珂橋上流）
受付開始　午前10時
参　加　費　中学生以上1,000円（前売り券900円）
　　　　　小学生500円（前売り券450円） ※幼児不可
前売り券販売所　那珂川町観光協会（観光センター内）
　　　　　　　　那珂川町商工会（本所・小川支所）
問い合わせ　那珂川町観光協会　☎0287－92－5757

鮎とマスのつかみどり　　　 午前11時～午後２時

（※雨天時には、16日（月）に順延となります）
打ち上げ場所　北向田地内那珂川河川敷
観  覧  場  所　小川地内那珂川河川敷（舟戸）
打ち上げ時間　午後７時30分～午後８時30分
交通規制時間　午後６時～午後９時
問い合わせ　那珂川町夏まつり実行委員会
（事務局：那珂川町商工会　☎0287－92－2249）

「Ｙｏｓａｋｏｉ那珂川」踊り  午後５時30分
那須小川まほろば太鼓　　 　午後６時
花火大会　　　　　　　　　 午後７時30分

最終処分場視察参加者募集 不法投棄現場周辺の水質分析結果
（平成22年度第１回年間変動調査分）

太
陽
光
発
電
等
設
備
導
入

事
業
費
補
助
金
申
請
受
付
を

一
時
中
止
し
ま
す
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６
月
３
日
、「
人
権
の
花
」
の
贈
呈
式
が
、

馬
頭
東
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
が
協
力
し
て
花
を
栽
培
す
る
こ

と
で
、
情
操
を
よ
り
豊
か
に
し
、
命
あ
る

も
の
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の
心
を
育
む

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

贈
呈
式
終
了
後
、
人
権
擁
護
委
員
の
髙

林
和
男
さ
ん
と
大
金
進
さ
ん
か
ら
渡
さ
れ

た
花
の
苗
は
４
年
生
〜
６
年
生
の
栽
培
委

員
の
児
童
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
丁
寧
に

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
、
小
川
運
動
場
に
て
第
２
回

那
珂
川
町
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、

出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
４
月
か
ら

毎
週
の
よ
う
に
練
習
を
繰
り
返
し
た
成
果

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
消
防
機
器
の
操
作

の
正
確
さ
や
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
種
目
の
上
位
２
チ
ー
ム
は
、

７
月
４
日
に
大
桶
運
動
場
（
那
須
烏
山

市
）
で
開
催
さ
れ
た
南
那
須
地
区
大
会
に

町
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
（
18
チ
ー
ム
）

優　

勝　

第
６
分
団
第
２
部
（
大
内
）

準
優
勝　

第
１
分
団
第
３
部
（
南
町
）

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
（
12
チ
ー
ム
）

優　

勝　

第
２
分
団
第
２
部
（
矢
又
）

準
優
勝　

第
５
分
団
第
１
部
（
久
那
瀬
）

　

馬
頭
小
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
の

第
10
回
ロ
ー
タ
リ
ー
杯
南
那
須
小
学
生
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
６
月
12
日
と
20
日

の
２
週
に
渡
っ
て
馬
頭
運
動
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
高
野
徹
也
会
長
か
ら

「
選
手
の
皆
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
世
代
の

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
那
珂
川
町
か
ら
５
チ
ー

ム
、
那
須
烏
山
市
か
ら
３
チ
ー
ム
の
計
８

チ
ー
ム
の
選
手
に
よ
り
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

馬
頭
ウ
ィ
ン
グ

準
優
勝　

南
鏡
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

第
３
位　

荒
川
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

６
月
14
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
、
小
川
地
区
の
小
学

校
全
校
児
童
を
対
象
と
し
た
移
動
音
楽
鑑

賞
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
混
声
四
重
唱
の
鑑
賞
が

あ
り
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
声
楽
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、
児
童
代
表
の
８
人
が
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
発
声
の
仕
方
な
ど
を

プ
ロ
の
声
楽
家
か
ら
直
接
教
わ
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
オ
ペ
ラ
を
鑑
賞
、
公
演

中
に
出
演
者
が
ス
テ
ー
ジ
を
降
り
、
客
席

の
間
を
移
動
し
な
が
ら
歌
う
な
ど
、
児
童

の
皆
さ
ん
は
、
プ
ロ
の
素
晴
ら
し
い
歌
声

と
生
の
迫
力
に
拍
手
し
て
い
ま
し
た
。

馬
頭
東
小
学
校
で

　
　
　
　
「
人
権
の
花
運
動
」

第
２
回
那
珂
川
町

　
　
　
　
  

消
防
操
法
大
会

移
動
音
楽
教
室
で
オ
ペ
ラ
鑑
賞

ロ
ー
タ
リ
ー
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
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青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
６
月
末
か
ら

２
年
間
、
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ニ
ア
に
派
遣
さ

れ
る
藤
田
綾
子
さ
ん
が
６
月
16
日
、
そ
の

報
告
の
た
め
に
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
は
、
村
落
開
発
普
及
員
と
し

て
現
地
の
人
た
ち
と
一
緒
に
生
活
し
な
が

ら
、
集
落
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
す
る
そ

う
で
、「
ケ
ニ
ア
で
は
、
い
ろ
い
ろ
と
び
っ

く
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

２
年
間
楽
し
み
な
が
ら
村
の
発
展
の
た
め

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
抱
負
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
金
町
長
か
ら
は
、「
十
分
健
康
に
気

を
つ
け
て
、
地
元
の
人
た
ち
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」

と
の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

　

６
月
19
日
、
美
寿
々
会
ま
ほ
ろ
ば
が
た

り
発
表
会
が
、
ふ
る
さ
と
館
で
開
催
さ
れ
、

約
１
０
０
名
の
観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
会
員
発
表
で
は
、
20
代
か
ら

90
代
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
、「
高
松
地
蔵
」

や
「
お
経
塚
」
な
ど
10
編
を
巧
み
な
話
術

で
披
露
、
第
２
部
で
は
、
師
匠
で
あ
る
美

寿
々
す
み
子
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
、
唄

語
り
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ハ
イ
チ
地
震
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
一

環
と
し
て
、
会
場
に
募
金
箱
が
設
置
さ
れ
、

美
寿
々
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
か
ら

寄
附
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ほ
ろ
ば
が
た
り
会
で
は
会
員
募
集
中

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
ほ
ろ
ば
が
た
り
会
長　

渡
辺
恵
子

☎
０
２
８
７―

９
６―

２
６
６
８

　

６
月
19
日
、
と
み
や
ま
の
郷
づ
く
り
会

主
催
に
よ
る
富
山
ほ
た
る
祭
り
が
富
山
多

目
的
集
会
所
で
開
催
さ
れ
、
共
催
の
県
青

年
会
館
「
コ
ン
セ
ー
レ
里
山
学
校
」
か
ら

は
約
１
０
０
名
の
親
子
連
れ
が
参
加
す
る

な
ど
、
地
元
の
方
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
や
ピ
ザ

焼
き
体
験
、
イ
ノ
シ
シ
肉
を
使
っ
た
「
し

し
ま
る
カ
レ
ー
」
な
ど
の
模
擬
店
が
数
多

く
並
び
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス
の

披
露
や
ジ
ャ
ズ
、
オ
カ
リ
ナ
な
ど
の
里
山

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
会
場
は

終
日
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
の
ほ
た
る
観
賞
会

で
は
、
富
山
川
の
静
か
な
川
辺
や
田
ん
ぼ

を
、
淡
い
光
を
放
つ
ほ
た
る
が
飛
び
交
う

幻
想
的
な
風
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
町
政
（
ま
ち
づ
く
り
）
懇
談

会
が
、
６
月
21
日
か
ら
町
内
各
所
で
開
催

さ
れ
、
デ
マ
ン
ド
交
通
や
地
域
福
祉
の
在

り
方
な
ど
、
今
後
の
町
の
施
策
に
つ
い
て
、

質
問
・
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

今
後
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

７
月
15
日
（
木
）
午
後
７
時
よ
り

　

小
川
南
小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

　
　
　
　
　
　

 

（
小
川
第
６
、
７
、
８
）

７
月
16
日
（
金
）
午
後
７
時
よ
り

　

薬
利
小
学
校
体
育
館

　
　
　
　
　
　

 

（
小
川
第
12
、
13
、
14
）

７
月
20
日
（
火
）
午
後
７
時
よ
り

　

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
共
生
館

　
　
　
　
　
　

 

（
小
川
第
３
、
４
、
５
）

７
月
22
日
（
木
）
午
後
７
時
よ
り

　

小
川
公
民
館
（
小
川
第
1
、
2
）

青
年
海
外
協
力
隊

藤
田
綾
子
さ
ん（
小
砂
）が
表
敬
訪
問

ま
ほ
ろ
ば
が
た
り
発
表
会

町
政（
ま
ち
づ
く
り
）

　
　

  

懇
談
会
が
ス
タ
ー
ト

富
山
ほ
た
る
祭
り
開
催



広報なかがわ　平成22年７月10日 14

蓮
の
咲
く
池
ゆ
つ
く
り
と
太
郎
鯉 

松　

野　
　
　
　

大
門　

正
一

廃
校
に
取
り
残
さ
れ
し
目
高
か
な 

馬　

頭　
　
　
　

川
上　

幸
男

鍬
洗
ふ
手
元
に
流
れ
着
き
し
蛇 

矢　

又　
　
　
　

星　
　

幸
子

満
身
で
笑
ま
ふ
み
ど
り
ご
鯉
幟 

小　

川　
　
　
　

小
川
の
ぶ
子

ベ
ラ
ン
ダ
の
空
力
泳
の
鯉
幟 

吉　

田　
　
　
　

国
安　
　

薫

つ
ば
く
ら
の
曲
芸
飛
行
戻
り
来
し 

小　

川　
　
　
　

金
井　

和
子

那
須
疎
水
の
流
る
る
水
は
堀
割
り
の
水
車
廻
し
て
蕎
麦
を
挽
き
ゐ
る

 
小　

口　
　
　
　

影
沢　

よ
し

甲
高
き
電
車
ご
っ
こ
の
児
ら
の
声
を
返
し
て
古
城
の
石
垣
鎮
も
る

 

和　

見　
　
　
　

藤
田　

和
夫

白
河
の
関
を
廻
れ
る
空
堀
に
木
洩
れ
日
射
し
て
黄
の
花
咲
け
り

 

馬　

頭　
　
　
　

佐
藤　

節
子

大
戦
の
頃
は
ひ
も
じ
さ
噛
み
締
め
て
老
後
は
心
の
飢
え
を
抱
き
ぬ

 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

植
え
込
み
へ
赤
白
黄
色
の
草
花
が
春
つ
ぐ
る
ご
と
に
咲
き
ほ
こ
る
な
り

 

小　

川　
　
　
　

森
島
テ
フ
子

蒸
し
暑
き
夕
べ
臭
の
強
す
ぎ
る
栗
の
紐
花
避
け
て
通
れ
り

 

長
野
市
（
馬
頭
出
身
）　

内
田　

和
子

投
げ
出
し
た
足
が
重
た
い
昼
下
が
り 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

祭
り
笛
昔
の
顔
を
と
り
戻
し 

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

賑
や
か
な
人
だ
独
り
で
よ
く
喋
る 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

医
者
が
匙
投
げ
た
病
と
生
き
る
友 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

友
子

投
げ
入
れ
の
ア
ザ
ミ
が
人
を
振
り
向
か
せ 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

パ
パ
と
子
の
投
げ
合
う
球
に
見
る
笑
顔 

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

那珂川町
図書館

『
お
れ
の
お
ば
さ
ん
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

佐
川
光
晴
／
著
（
集
英
社
）

　

東
京
の
名
門
校
に
通
う
エ
リ
ー
ト
中
学
生
・
陽
介
は
、
父
の
逮
捕
に
よ
っ
て
生
活

が
一
変
。
元
女
優
で
変
わ
り
者
の
叔
母
さ
ん
が
営
む
札
幌
の
児
童
養
護
施
設
で
暮
ら

す
こ
と
に
・
・
・
。

　

児
童
養
護
施
設
に
暮
ら
す
中
学
生
た
ち
の
「
人
生
と
の
格
闘
」、
体
を
張
っ
て
受
け

止
め
る
お
ば
さ
ん
や
大
人
た
ち
の
生
き
ざ
ま
な
ど
、
全
編
を
貫
く
潔
さ
が
胸
に
迫
る
、

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
青
春
小
説
で
す
。

『
月
の
恋
人
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

道
尾
秀
介
／
著
（
新
潮
社
）

　
「
お
前
の
一言
が
、
俺
の
運
命
を
変
え
て
い
く
」
冷
徹
な
手
腕
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ

せ
る
青
年
社
長
が
夜
の
上
海
で
巡
り
合
っ
た
女
。
あ
り
え
な
い
二
人
の
物
語
は
、
美
貌

の
中
国
人
モ
デ
ル
、
部
下
の
社
員
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
、
予
測
不
能
の
展
開
に
・
・
・
。

　

恋
は
謎
か
け
か
ら
始
ま
っ
た
。
旬
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
作
家
が
、
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
の
た
め
に
書
き
下
ろ
し
た
、
眩
い
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
。

『
川
の
カ
エ
ル
と
生
き
も
の
た
ち
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

 

松
橋
利
光
／
著
（
ア
リ
ス
館
）

　

あ
た
た
か
い
季
節
、
河
原
は
泳
い
だ
り
釣
り
を
し
た
り
と
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
川
の
も
う
ひ
と
つ
の
楽
し
み
は
、
生
き
も
の
た
ち
と
の

出
会
い
で
す
。
長
い
冬
の
間
し
ず
ま
り
返
っ
て
い
た
川
に
活
気
が
戻
り
、
様
々
な
生
き

も
の
た
ち
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

鳥
や
魚
、
カ
エ
ル
な
ど
、
川
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
生
き
も
の
た
ち
の
様
子
を
、
写

真
と
わ
か
り
や
す
い
文
章
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◇『
ペ
ン
ギ
ン
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
』　

森
見
登
美
彦
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
ロ
ス
ト
・
シ
ン
ボ
ル
』　

ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
実
験
』　

田
中
慎
弥
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
柚
子
の
花
咲
く
』　

葉
室　

麟
／
著
（
朝
日
新
聞
出
版
）

◇『
夜
行
観
覧
車
』　

湊
か
な
え
／
著
（
双
葉
社
）

◇『
遺
書
配
達
人
』　

森
村
誠
一／
著
（
徳
間
書
店
）

◇『
神
の
手
』　

久
坂
部　

羊
／
著
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

◇『
帰
天
城
の
謎―

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
青
春
版―

』　

は
や
み
ね
か
お
る
／
著
（
講
談
社
）

◇『
キ
ン
グ
＆
ク
イ
ー
ン
』　

柳　

広
司
／
著
（
講
談
社
）

◇『
メ
タ
ボ
の
常
識
・
非
常
識
』　

田
中
秀
一／
著
（
講
談
社
）

◇『
お
ふ
く
ろ
の
夜
回
り
』　

三
浦
哲
郎
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇『
種
蒔
き
も
せ
ず
』　

星
野
富
弘
／
著
（
偕
成
社
）

◇『
没
後
８０
年
金
子
み
す
ゞ
』　

矢
崎
節
夫
／
監
修
（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）

◇『
百
姓
探
訪
』　

立
松
和
平
／
著
（
家
の
光
協
会
）

◇『
と
ち
ぎ
「
里
・
山
」
歩
き
』　

増
田
俊
雄
／
著
（
随
想
舎
）

◇『
ラ
ブ
リ
ー
！
ハ
ッ
ピ
ー
！
贈
る
お
菓
子
』　

加
藤
千
恵
／
著
（
講
談
社
）

◇『
体
を
強
く
す
る
サ
ラ
ダ
ジ
ュ
ー
ス
』　

浜
内
千
波
／
著
（
日
本
文
芸
社
）
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　　※郵送の場合、８月６日消印有効
申込用紙請求方法
　・本庁総務課または小川庁舎総合窓口課で配布
　・郵送の場合は、封筒の表に「採用試験申込用紙請
　　求」と朱書きし、120円切手を貼った宛先明記の
　　返信用封筒（Ａ４サイズ）を同封のうえ下記まで
　　請求する。
　・町のホームページからのダウンロード
　　URL http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp
申込用紙請求先・問い合わせ
　〒324－0692　那珂川町馬頭409番地
　那珂川町役場 総務課 行政係 ☎ 0287 (92) 1111

合格発表
　・第１次試験　10月上旬　
　・第２次試験　11月上旬
受付期間
　　７月26日（月）～８月13日（金） ※土、日を除く
　　午前８時30分～午後５時15分
　　※郵送の場合、８月13日消印有効
申込用紙請求方法
　・広域行政事務組合総務課、消防本部、各分署、那須
　　烏山市総務課、那珂川町総務課において配布
　・郵送の場合は、封筒の表に「採用試験申込用紙請求」
　　と朱書きし、120円切手を貼った宛先明記の返信用
　　封筒（Ａ４サイズ）を同封のうえ下記まで請求する。
　・事務組合のホームページからのダウンロード
　　http://minaminasukouiki.jp
申込用紙請求・提出先
　〒321－0602　那須烏山市大桶872番地
　南那須地区広域行政事務組合　総務課総務係
問い合わせ
　南那須地区広域行政事務組合　総務課総務係
　☎ 0287－83－0021
　南那須地区広域行政事務組合消防本部　総務課庶務係
　☎ 0287－82－2009

職　種 採用予定人員 受　験　資　格 職　種 採用予定人員 受  験  資  格

試 験 日

９月19日(日) 県立矢板東高等学校 教養試験、
適性検査

場　　所 内　　容

試 験 日

10月中旬
馬頭山村開発センター
（予定）

口述試験、
作文試験、
身体検査
（診断書提出）

場　　所 内　　容

一般事務 ３名程度

１名

１名

土　　木

保　育　士

昭和59年４月２日から平成５
年４月１日までに生まれた者
で、高等学校卒業または同程度
の学力を有する者

一般事務職

消防職

１名

６名

昭和55年４月２日から平
成５年４月１日までに生ま
れた者で、高等学校卒業程
度以上の学力を有する者

保健衛生
センター
職員(業務)

２名

昭和50年４月２日から平
成５年４月１日までに生ま
れた者で、高等学校卒業程
度以上の学力を有する者

昭和59年４月２日から平
成５年４月１日までに生ま
れた者で、高等学校卒業程
度以上の学力を有する者

①昭和59年４月２日から平成５
　年４月１日までに生まれた者
②学校教育法に基づく大学、短期
　大学若しくは高等学校等におい
　て土木工学に関する課程を修め
　た者または修める見込みの者、
　並びにこれらの者と同等の資格
　があると認める者

①昭和57年４月２日から平成３
　年４月１日までに生まれた者
②保育士資格取得者または資格取
　得見込みの者。ただし、幼稚園
　教諭２種免許以上取得者または
　取得見込みの者

第１次試験

第２次試験

試 験 日

９月19日(日) 県立矢板東高等学校 教養試験、
適性検査

場　　所 内　　容

試 験 日

10月下旬
那須烏山市中央公園
烏山体育館
広域行政センター

体力測定、
口述試験、
作文試験

場　　所 内　　容
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募集テーマ　「出会い、ふれあい、心
の輪　～障害のある人とない人との
心のふれあい体験を広げよう～」
応募資格　一般県民（小・中・高校
生については、各学校で募集します）
募集期限　９月３日（金）
応募方法　直接、県障害福祉課へ応
募する。（詳細はお問い合わせくだ
さい）
その他　作品は未発表のものに限る。
問い合わせ　健康福祉課　
　　　　　　☎0287－92－1119

　馬頭健康管理センターでは、高血
圧や高血糖、高脂血症の方などを対
象に栄養相談を毎月１回実施しま
す。（予約制）
実施日　８月より毎月第３木曜日
※第１回目は８月19日（木）です。
※時間は予約時にご確認ください。
問い合わせ・申し込み先
馬頭健康管理センター
☎0287－92－1188

●『発見！古代なすの歴史』
　那須の歴史を小中学生向けに、わ
かりやすく展示・紹介します。
展示期間　７月10日～８月29日
※毎週月曜日は休館です。但し７月
　19日の祝日は開館（翌20日が休館）
開催場所　小川館
その他　要入館料（中学生以下は無料）
●『土器をつくろう！』
　縄文人になって作ってみよう！
日時　７月24日（土）
　　　午前９時～正午
※焼成は８月21日に行います。
定員　30名　　参加費　300円
●『拓本をとろう！』
　土器や瓦の模様を見て、紙に写し
取ってみよう！
日時　８月７日（土）
　　　午前９時30分～正午

心の輪を広げる体験作文募集

栄養相談を開催します

定員　20名　　参加費　100円
問い合わせ　なす風土記の丘資料館
小川館　☎0287－96－3366

期間　７月21日（水）～８月22日（日）
時間　①午前９時30分～ 12時30分
　　　②午後１時30分～４時30分
※天候等により、早期閉場、休場す
る場合があります。
問い合わせ　生涯学習課
　　　　　　☎0287－96－2116

　後期高齢者医療制度の保険料率
が、本年度より下記のとおり改正さ
れます。
保険料率　　　改正前　 　改正後
　均等割額　  33,800円 → 37,800円
　所得割率　　  6.38％ → 　7.18％
保険料の納め方
　保険料の納め方には、年金から差
し引かれる「特別徴収」と納付書で納
める「普通徴収」の方法があります。
　「特別徴収」の方には、８月中旬に
「特別徴収開始通知書」を送付します。
　「普通徴収」の方には、７月中旬に
「納入通知書」を送付しますので、納
期内に指定された金融機関で納めて
ください。
　保険料の納め忘れがなく、納めに
行く手間も省けて、安心・便利な口
座振替をぜひご利用ください。
問い合わせ　住民生活課保険年金係
　　　　　　☎0287－92－1112

　「食・農・絆」をテーマに、県内の
農業青年が集まり、消費者とのふれ
あいを目的に、自分たちが作った農
作物、またそれを活かした飲食物の
ＰＲを兼ね販売を行います。
　さらに、見て触れて楽しめるいろ
いろな農業体験も多数用意しています。
“カブトムシ無料配布もあります！”
ぜひご参加ください。
日時　８月22日（日）

風土記の丘資料館の夏休み体験活動
参加者募集

後期高齢者医療保険の
保険料率が変わります

町民プール　オープン
（馬頭・小川）

平成22年度自衛官募集

フレッシュ　ファーマーズ
フェスティバル ’10　開催！！

　　　午前９時～午後２時（荒天中止）
会場　ろまんちっく村　にぎわい広場
問い合わせ　栃木県農政部経営技術課
経営体育成担当　☎028－623－2317
那珂川町農林振興課農政係
　　　　　　　　☎0287－92－1113

受付期間　８月１日～９月10日

問い合わせ　自衛隊大田原地域事務
所　☎0287－22－2940

試験日時　10月24日（日）午前10時
試験会場　宇都宮短大附属高校ほか
受験申込期限　８月２日（消印有効）
その他　受験方法などの詳細はお問
い合わせください。
問い合わせ　とちぎ健康の森事業部
研修課　☎028－650－5587

　雇用保険を受給できない方に職業
訓練や生活保障を提供します。
会場　よくわかるパソコン教室烏山校
訓練コース　パソコン上級者養成科
期間　８月17日～平成23年２月14日
（土・日曜日、年末年始は休み）
午後１時30分～午後６時
申込期限　７月30日まで
その他　訓練期間中には、生活費
（毎月10万円または12万円）が支給
されます。更に希望者には貸付（最
大８万円／月）を実施します。
問い合わせ・申し込み先
ハローワーク那須烏山　
☎0287－82－2213

介護支援専門員実務研修受講試験

緊急人材育成支援事業
無料パソコン教室

種 目 試験日 応募資格

18歳以上
27歳未満

自衛官
候補生

男子　随時
女子　
９/26 ～ 29
のうち１日

９/18

９/23

18歳以上
27歳未満

一般
曹候補生

航空学生 高卒（見込）
21歳未満
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　身体障害者巡回相談を開催します。
医学的な相談、判定が受けられます。
日時　９月15日（水） 午後２時～４時
会場　那須烏山市保健福祉センター 
診察科目　肢体障害（整形外科）
問い合わせ・予約申し込み先
健康福祉課社会福祉係
　　　　　　　　☎0287－92－1119

日時　８月７日（土）午後１時～４時
会場　とちぎ福祉プラザ（宇都宮市）
内容　福祉施設・事業所の担当者と
の個別面談、ハローワークや福祉人
材バンク等による求職・資格相談等
その他　申込不要、出入自由です。
問い合わせ　栃木県社会福祉協議会
福祉人材・研修センター　
　　　　　　　　☎028－643－5622

　栃木県運営適正化委員会では、福
祉サービスに関する利用者や家族等
からの苦情や相談を適切に解決する
ため、助言・相談・調査・あっせん・
知事への通知等を行っています。
（秘密厳守）
　相談は電話や来所の他、文書など
でも受け付けています。
相談時間　平日：午前９時～午後４時
問い合わせ　栃木県運営適正化委員会
　　　　　　☎028－622－2941 
　　　　　　FAX028－622－2316

　栃木県が委託した民間調査機関の
調査員がご家庭を訪問し、様々な人
権問題に対する考え方などについて
お伺いします。調査内容を本調査以
外に利用することは一切ありません
ので、ぜひご協力ください。
調査期間　７月１日～８月１日
問い合わせ　栃木県人権施策推進課
　　　　　　☎028－623－3026

体に障害を持つ方の相談会
（予約制）

福祉の就職総合フェア2010inとちぎ
（無料）

福祉サービスに関する
苦情解決制度の無料相談

人権に関する県民意識調査にご協力を

　あなたの活動をアピールして下さ
い。そして県民の方々に知ってもら
い活動の輪を広げていきましょう。
対象　まちおこしや地域に根差した
活動や個性豊かで活力ある地域づく
りで地域の活性化に大きく貢献して
いる団体または個人
応募期限　８月31日まで
応募方法　規定の応募用紙（下野新聞
社ＨＰhttp://www.shimotsuke.co.jp
から見られます）に事項を記入のう
え、ご応募ください。
入選　①大賞１件…賞状・楯・活動
資金30万円、②準大賞２件…賞状・
楯・活動資金10万円
問い合わせ　下野新聞社事業出版部
　　　　　　☎028－625－1134

　栃木県では、「もし私が知事に
なったらこんなことをしてみたい」
を基本テーマとした提案を募集して
おります。
応募資格　県内在住または県内の小
学校に通っている小学４～６年生
応募期限　９月７日まで
応募方法　400字詰め原稿用紙１枚
に提案をまとめ（余白に題名標記）、
裏面に氏名（ふりがな）・学校名・
学年・性別・住所・電話番号を記入
の上、県広報課へ送付願います。
問い合わせ・応募先　
栃木県県民生活部広報課　
〒320－8501宇都宮市塙田1－1－20
☎028－623－2158

応募資格　看護師または准看護師免
許を既に取得されている方
採用人員（予定）　５人
申込期限　随時受付します。
問い合わせ　那須南病院総務課
　　　　　　☎0287－84－3911

「下野ふるさと大賞」募集

那須南病院職員募集
（看護師・准看護師）

平成22年度「ジュニア知事さん」
作品募集

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

5：30
6：00
6：30
7：00
7：30
8：00
8：30
9：00
9：30
10：00
10：30
11：00
11：30
12：00
12：30
13：00
13：30
14：00
14：30
15：00
15：30
16：00
16：30
17：00
17：30
18：00
18：30
19：00
19：30
20：00
20：30
21：00
21：30
22：00
22：30
23：00
23：30
0：00
0：30
1：00
朝まで

都合により予告なく番組を変更
する事があります。ＥＰＧでの
確認を、お願いします。

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
アグリネット
文字放送
アグリネット

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送

栃木県からの番組
文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

サイエンス
サイエンス

文字放送

企画番組
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

サイエンス
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送
ＮＨＫソフト

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送
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共通：7月 19 日（月）、 31 日（土）

７月20日（火）、26日（月）
８月２日（月）、９日（月）

７月23日（金）、30日（金）
８月６日（金）、13日（金）

馬頭図書館・小川図書館の休館日（７/16～８/15）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日

たのしい絵本と紙しばいの会
・７月15日（木）午前10：30～
・８月５日（木）午前10：30～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　　親子でご一緒にお越しください。

生け花教室
・７月17日（土）午後１：30～
　むし暑い時期です。さわやかにお花を生けましょう。
・会員以外の方の参加申し込み　７月11日（日）まで
・花代　700円

工作教室
・７月27日（火）午前９：30～
　夏休みの作品を作ろう！
・材料費　100円
・参加申し込み　７月21日（水）まで

移動児童館
・７月24日（土）
　①午前10：00～　場所　大山田下郷農村活性化施設
　②午後 １：30～　場所　馬頭図書館視聴覚室
・内容　簡単工作　楽しいゲームあそび
・参加申し込み　７月21日（水）まで
・参加費　無料

JVCのおはなし会
・７月１８日（日）午後２：００～午後３：００
・場所　馬頭図書館 児童室
　　ジュニアボランティアクラブの方たちが、
　　アンパンマンの紙しばいを読んでくれます。
　　おはなしの後は、お兄さん・お姉さんと一緒
　　に遊びましょう。

・７月１４日（水）午後１：３０～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　　テキスト「千の風になって」 井上文勝／著
　　和やかな雰囲気で語りあっています。
　　興味のある方はお気軽にどうぞ。

読　書　会

「児童館」
７月16日～８月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
０２８７－９６－３１０９

日 月 火 水 木 金 土

29

7/16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28

8 9 10 11 12 13 14
15

30 31
8/1 2 3 7

夏休みお楽しみ会
・８月５日（木）午前10：00～
・内容　ゲームいろいろ他
・参加申し込み　８月３日（火）まで
・参加費　無料

自由に絵を描こう
・８月10日（火）午前10：00～
　好きな絵を思いっきり描こう。
　夏休みの宿題にしたい人も大歓迎！
　（夏休みの宿題の場合は画用紙を持ってきてね）
・参加費　無料

4 5 6
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を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
た

り
、
水
中
に
潜
っ
た
り
し
て
水
遊

び
を
す
る
な
ど
、
楽
し
み
に
し
て

い
た
今
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
プ
ー
ル

授
業
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
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「
縄
文
時
代
の
道
具
」
と
聞
く

と
、
多
く
の
人
は
「
土
器
」
を
思

い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
縄
文
時
代
」
と
い
う
名
前

は
、
土
器
の
文
様
か
ら
つ
け
ら
れ

て
お
り
、
ま
さ
に
、
こ
の
時
代
を

代
表
す
る
道
具
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
土
器
と
同
様
に
「
石

器
」
も
縄
文
時
代
の
人
々
に
と
っ

て
重
要
な
道
具
で
し
た
。

　

縄
文
時
代
の
生
活
は
、
主
に
漁

労
・
狩
猟
・
採
集
の
三
つ
で
成
り

立
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
漁

労
・
狩
猟
で
使
わ
れ
た
石
器
を
紹

介
し
ま
す
。

　

漁
労
で
は
、
魚
網
の
錘
と
し
て

石
器
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
石
製
の

錘
を
石
錘
と
言
い
、
そ
の
種
類
は

大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

平
た
い
石
の
両
端
を
打
ち
欠
い

た
だ
け
の
礫
石
錘
、
両
端
に
切
れ

目
の
あ
る
切
目
石
錘
、
十
文
字
状

に
溝
を
付
け
た
有
溝
石
錘
の
三
つ

で
す
。
那
珂
川
町
の
三
輪
仲
町
遺

跡
か
ら
は
、
楕
円
形
の
切
目
石
錘

が
多
く
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
こ

と
か
ら
那
珂
川
流
域
で
も
網
漁
業

が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

狩
猟
で
は
、
弓
矢
の
鏃
と
し
て

石
器
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
石
製
の

鏃
を
石
鏃
と
言
い
、
石
鏃
は
茎

（
矢
柄
に
差
し
込
む
部
分
）
の
有

無
（
有
茎
と
無
茎
）
で
大
別
さ
れ
、

形
は
三
角
形
・
ひ
し
形
・
柳
葉
形

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
石
材
は
地
域

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
硬
い

石
で
、
打
撃
を
与
え
る
と
割
れ
る

も
の
が
好
ま
れ
ま
し
た
。
三
輪
仲

町
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
鏃
は
、

チ
ャ
ー
ト
が
最
も
多
く
、
黒
曜
石
、

珪
質
頁
岩
が
続
き
ま
す
。
黒
曜
石

は
高
原
山
（
矢
板
市
）
産
の
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

石
器
は
、
魚
や
動
物
を
捕
ま
え

る
他
に
、
木
の
実
を
す
り
つ
ぶ
す
、

穴
を
掘
る
な
ど
、
用
途
に
よ
っ
て

使
い
分
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
日
常
生
活
以
外
で
は
、
祭
祀

の
道
具
や
装
身
具
と
し
て
も
使
わ

れ
、
縄
文
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
、

生
活
に
欠
か
せ
な
い
道
具
で
し
た
。

　

こ
の
様
に
、
人
々
は
石
を
巧
み

に
利
用
し
て
、
よ
り
豊
か
な
生
活

の
為
に
様
々
な
石
器
を
つ
く
り
上

げ
て
き
ま
し
た
。
石
器
に
は
縄
文

時
代
の
人
々
が
、
長
い
年
月
を
か

け
て
培
っ
た
知
恵
と
工
夫
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
小
川
館
で
は
「
発
見
！

古
代
な
す
の
歴
史
」
展
を
開
催
中

で
す
。
今
回
の
展
示
で
は
、
縄
文

〜
奈
良
・
平
安
時
代
ま
で
の
那
須

の
歴
史
を
小
中
学
生
向
け
に
分
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今

回
紹
介
し
ま
し
た
石
錘
・
石
鏃
も

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、

ご
来
館
の
う
え
、
本
物
を
見
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　
　

学
芸
員　

川
島
明
子
）

　
（
氏　

名
）　（
父
母
の
名
）（
住
所
）

和
知　

哲
久　

春　

夫　

北
向
田

　
　
　
　
　
　

久
美
子

木
嶋　

一
翔　

奨　

幸　

久
那
瀬

　
　
　
　
　
　

麻　

那

小
堀　
　

晟　

直　

行　

松　

野

　
　
　
　
　
　

真　

理

中
村　

桜
雅　

龍　

一　

大　

内

　
　
　
　
　
　

理　

恵

市
川　

沙
葉　

晃　

久　

小　

砂

　
　
　
　
　
　

春　

子

齋
藤　

風
香　

大　

輔　

小　

川

　
　
　
　
　
　

杏　

理

川
上　

紗
愛　

昌　

之　

小　

川

　
　
　
　
　
　

美
知
代

菊
地　

優
菜　

幸　

夫　

小　

川

　
　
　
　
　
　

夏　

実

大
金　

ゆ
め　

厚　

文　

小　

川

　
　
　
　
　
　

麻　

美

小
池　

美
桜　

里　

志　

谷　

田

　
　
　
　
　
　

真
由
美

髙
村　

真
輝　

正　

芳　

薬　

利

　
　
　
　
　
　

未　

香

福
島　

涼
太　

和　

也　

芳　

井

　
　
　
　
　
　

佑　

美

　
（
氏　

名
）　
　
（
年
齢
） 　
（
住
所
）

桒
野　

春
雄　

（
89
）　

馬　

頭

檜
山
須
賀
子　

（
80
）　

馬　

頭

森
戸　

信
一　

（
85
）　

馬　

頭

田
島
マ
ツ
江　

（
80
）　

健　

武

五
十
嵐
義
美　

（
77
）　

矢　

又

小
髙　

キ
ワ　

（
87
）　

和　

見

小
林　

義
雄　

（
82
）　

北
向
田

五
十
嵐
俊
夫　

（
83
）　

松　

野

飯
山　

一
正　

（
76
）　

小　

砂

笹
沼
テ
フ
子　

（
75
）　

小　

砂

豊
島　

ふ
じ　

（
86
）　

小　

川

田
所
十
四
雄　

（
84
）　

小　

川

本
棒
フ
ミ
江　

（
88
）　

小　

川

齋
藤　

ハ
ル　

（
90
）　

片　

平

佐
藤　

ヒ
サ　

（
89
）　

薬　

利

大
森　

榮
三　

（
73
）　

芳　

井

福
島　

英
隆　

（
87
）　

芳　

井

※

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　

５
月
21
日
〜
６
月
20
日

　
　
　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

石錘

て
つ
ひ
さ

じ
ょ
う

お
う 

が

さ　

よ

ふ
う 

か

さ　

え

み　

お

ゆ
う 

な

ま
さ 

き

り
ょ
う
た

い
ち 

と

（

）

お
も
り

せ
き
す
い

き
り 

め
ゆ
う
こ
う

や
じ
り

せ
き
ぞ
く

な
か
ご

や 

が 

ら

け
つ
が
ん

せきすい

石鏃
せきぞく

7月１日現在の人口
（住民基本台帳）

（－16）9，675 人 男
（－10）9，598 人女
（－26）19，273 人計
（+  1）6，115世帯数

（　）内は前月との比較
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開館10周年・合併５周年記念　夏期特別展

葛飾北斎生誕250年記念
－ 冨嶽三十六景と風景画展 －

　あなたの作品をここに出展
してみませんか？
絵画、写真、絵手紙などの作
品をお待ちしております。
問い合わせ：企画財政課
☎０２８７ー９２ー１１１４

花菖蒲まつり（ふるさとの森公園） 第２回那珂川町学童軟式野球大会
優勝　馬頭ラッキー

58

景』（３冊）や、北斎が風景版画に傾注した天保
（1830-44）前期の作品を展示します。富士山
や雄大な日本の景色を描いた数々の版画から、北
斎の新たな魅力を発見していただければ幸いです。
　　　　馬頭広重美術館　主任学芸員　長井裕子
【会　　期】　７月30日(金)～８月29日(日)
【開館時間】　午前９時30分より午後５時まで
　　　　　　　（但し入館は午後４時30分まで）
【休館日】　月曜日、祝日の翌日
【ミュージアムトーク】当館学芸員　
　７月31日（土）午後１時30分～　※要観覧料
【入 館 料】  大人　700円（630円）
　　　 高・大学生　400円（360円）
※（ 　）は20名以上の団体料金。
※70歳以上の方、中学生以下は無料。
※障害者手帳をお持ちの方・付き添い１名は半額。
【美術館無料開放日・開館時間延長】
　８月15日(日)　午後７時30分まで開館

　「黒富士」の愛称をもつ「山下白雨」は、真っ
赤な山肌と流れる雲を描いた「赤富士」（凱風快
晴）や、荒れ狂う波が印象的な「大浪」（神奈川
沖浪裏）とともに世界でもっとも有名な浮世絵と
言っても過言ではありません。これらの絵が含ま
れる『冨嶽三十六景』のシリーズは、文政13年
(1830)頃、浮世絵師葛飾北斎（1760-1849）に
よって描かれました。
　北斎は、『冨嶽三十六景』を制作する以前、西
洋絵画から遠近法や陰影表現を学び、銅版画風の
風景版画を制作していました。しかし、『冨嶽三
十六景』では、季節や時間、天候の変化を織り込
んだ独自の風景画スタイルの確立を見ることがで
きます。
　図の「山下白雨」は、雄大な富士山の上下で同
時に起きている、快晴と白雨（夕立）という二つ
の自然現象を描いたものです。雪が残る山頂は晴
れ渡り、周囲には白い入道雲がもくもくと湧き出
ていますが、漆黒の闇に覆われた麓では真っ赤な
稲妻が光り、強烈な落雷と地面に打ち付ける激し
い雨の音を感じさせます。この荒々しい大自然の
営みにも動じることなく、静かにそびえ立つ富士
山の力強い姿は見る人を圧倒することでしょう。
　本展では、『冨嶽三十六景』を全揃いで展示す
るとともに、北斎が富士山を描いた版本『富嶽百

「冨嶽三十六景　山下白雨」
葛飾北斎　和泉市久保惣記念美術館蔵

がいふうかい

せい

さん か はく う

はく う

ふもと
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